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W70a 「あかり」中間赤外線全天サーベイデータの解析
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「あかり」全天サーベイ観測データのうち、近・中間赤外線カメラ (IRC)の中間赤外線 2波長帯 (9および 18µm
帯)で取得しているデータの、解析方法について報告する。これまでに、全天の約 90%を両バンドで共通してカバー
しており、50mJy (9µm帯)、120mJy (18µm帯)の 5σ検出限界にて、合わせて約 600万のイベントを検出してい
る。検出天体数は、少なくとも 70万は越える予定で、IRASの中間赤外線 2バンド (12µm帯および 25µ帯)によ
る検出点源数を上回る。
データ処理の内容はおおまかには、検出器出力に対しまず、検出器や光学系起因の偽シグナルを補正し、イメー

ジを作り、天源を検出し、位置とフラックスの較正を行い、2ステップの confirmationを経て信頼性を確保してい
る、というものであるが、そのパラメータの決定方法や評価結果について、詳細な報告をしたい。


